
 
 
 

１ 学校名 

南三陸町立志津川中学校 
 男子 女子 
全児童・生徒数  １１７ 人  １２１ 人 

学級数 
（うち特別支援） 

１０学級 
（特別支援学級３学級） 

 
２ 学校や児童生徒の実態 

（１）全校生徒の約８割がスクールバスで登下校

を行っている。日常的に運動する機会が少

ない生徒が多い。 
（２）肥満傾向の生徒が多い。        
（３）体力テストのアンケートから，夜食を頻繁

に摂取している生徒が多い。 
 
 
３ 取組の成果 

○５０ｍ走の記録の向上 

ほとんどの学年で，平均記録の向上が見られた。 

体幹トレーニングにより，身体の軸が安定し，効

率の良いフォームで走ることができるようになっ

たことが要因の一つとして考えられる。 

 

４ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）授業導入時の体幹トレーニングの実施 

 体育館で行う授業の際に，準備運動の一環と 
して，体幹トレーニングを取り入れた。初め自 
分の身体を支えることが難しい生徒も多かったが 
次第に安定した動きをすることができるように 
なってきている。生徒からも，「前より楽にでき 
るようになった」「疲れにくくなった」という声 
も挙がっている。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＜写真１＞準備運動時の体幹トレーニングの様子 
 
（２）合同部活動の実施 
 冬季練習において，複数の運動部合同で階段ダ

ッシュや坂道ダッシュなど，走力向上の取組を実

施した。生徒からは「試合の後半も走れるように

なった」「走りが安定してきた」という声が挙がっ

た。 
 
（３）食育セミナーの実施 
 管理栄養士の講師を迎えて，中学生のためのよ 
り良い食育について，運動部活動に所属する生徒 
を対象に講話をしてもらった。「食に対しての意 
識が変わった」「試合の時の食事について見直し 
ていきたい」といった声が生徒達から挙がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜写真２ 食育セミナーの様子＞ 
 

５ 今後の課題 

（１）合同部活動は，特定の部活動間でしか実施

できていないので，今後，学校全体に広げ

ていき，体力向上に対しての意識を高めて

いく必要があると感じる。 
（２）肥満傾向の生徒が多いため，体力向上への

意識や行動だけではなく，食生活や基本的

な生活習慣を身に付ける指導をしていく必

要があると感じる。 

 平成２７年度 平成２８年度 

１年生男子 ９”３ ９”２ 

２年生男子 ８”５ ８”２ 

３年生男子 ８”１ ７”６ 

１年生女子 ９”３ ９”４ 

２年生女子 ９”３ ９”１ 

３年生女子 ９”２ ９”０ 

食生活の改善や体幹トレーニング・合同部活動による運動能力向上の取組 
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１ 学校名 

仙台市立高砂中学校 

 男子 女子 
全生徒数 ２４５人 ２２３人 
学級数 
（うち特別支援） 

１５学級 
（特別支援学級 ２学級） 

２ 学校や児童生徒の実態 

（１）東日本大震災後，小学校高学年だった児童が現

在中学３年生である。中学校入学時点では，運動

する機会が少ない生徒が多かった。 
（２）運動部が２２団体（１つは特別支援学級卓球）

全校生徒４６８名に対し，約８割にあたる３８３

名の生徒が運動部に所属している。 
（３）遠方から通学する生徒が多いため，自転車通学

（ヘルメット着用）の生徒が多い。 

２ 取組の成果 

（１）２０ｍシャトルランの平均値の向上 
＊[ ]内は市平均値 

 １年（回） ２年（回） ３年（回）

男子 71.0[69.8] 96.4[85.1] 106.2[92.9]
女子 55.3[50.8] 60.7[57.3] 63.3[57.3] 

（２）生徒間，部活動間で競争意識が高まり，自分た

ちの体力や競技力を向上させようという意欲の向

上につながった。 
平成２７年度全国大会出場 男子駅伝部 
平成２８年度東北大会出場 男子･女子駅伝部 

３ 具体的な取組と生徒の反応 

（１）朝トレーニングの年間実施 
①朝トレーニングの実施 

毎朝，部活動単位での任意参加者に体育科教員が

中心となって，持久力を中心としたトレーニングを

実施している。参加者は運動部が多く，３０分程度

のランニングを中心としたメニューの他，雨天時に

は室内での体幹トレーニングやサーキットトレーニ

ングを行い，総合的な体力向上を目指している。 
②駅伝部との連携 

  運動部からの希望者と体育科教員から推薦を受け

た生徒が年間を通して駅伝部として活動している。

前述のトレーニングと並行して練習を行い，大会前

は放課後に加え，休日も練習に励んでいる。 
 
 
 
 
 
（２）体育の授業での継続的な取組 
①ウォーミングアップの工夫 

体育の授業の前にはウォーミングアップの一環と

して補強運動を実施している。ランニング，腕立て，

腹筋，背筋，バービージャンプ，馬跳びを学年に応

じた回数で行っている。また，一連の運動を速くか

つ正確に行うことを評価することで活動の意識を高

め，適切な運動の実施につながっている。 
②体育的行事での取組 

学校全体で行う運動会の他，ダンス領域の授業後

にクラス対抗形式で「ダンス発表会」を行っている。

発表会に向けた休み時間等の練習が運動量の確保に

つながっている。 
 
 
 
 
 
（３）「栄光の記録」の掲示 

廊下に各種大会の成績や競技，表彰等の様子を記

録した写真を掲示している。１階職員室前の廊下に

掲示することで多くの生徒の目に触れるようにして

いる。さらに学校ホームページに試合結果を掲載し

たり，駅伝大会の際には区間順位を校内放送で伝え

たりするなど，地域，保護者，全校生徒の運動に対

する意欲や関心を高めさせる取組を行っている。 
（４）激励会の実施 
  中総体や新人戦前には，全校生徒による激励会を

生徒会が主催している。特徴的なのが，文化部であ

る美術部員を中心とした応援団が先頭に立ち，全校

生徒の応援する意識を高めていることである。選手

にとっては，全校生徒から真剣に応援される場であ

るため，自分自身を鼓舞する他，応援されるにふさ

わしい姿や姿勢を学ぶ場にもなっている。 
 
 
 
 
 
４ 今後の課題 

（１）自ら積極的に体力の向上に取り組む生徒をさら

に増やしていくための工夫を考えていくこと。 
（２）今後も体育の授業はもちろん，部活動や運動的

行事，朝・昼等の休み時間の利用などの工夫を考

えていくこと。 
（３）体力低下に関して全教職員と課題意識を共有し，

体力向上の実践においては多くの協力を得られる

ように体制を整えること。 
（４）本校生徒に対する保護者，地域からの期待は大

きく，それが生徒の励みになっている現状を踏ま

え，より多くの方々に本校の教育に対する理解と

協力を得ながら教育活動を実践していくこと。 

教育活動全体を通して体力向上を図る取組 
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将来にわたって健康な歯・口腔の健康を保とうと努力する生徒の育成のための取組

１ 学校名

気仙沼市立唐桑中学校
男子 女子

全生徒数 ７２人 ６３人

学級数 ６学級

２ 学校や児童生徒の実態

本校は，宮城県の最北東部の唐桑半島に位置し

ている。基幹産業である漁業，養殖業，水産加工

業に従事する保護者が多い地域である。

以前は，宮城県の中でも特にう歯が多いという

地域の現状があり，平成１５年から学校歯科医の

指導の下，町内全小中学校において，歯科保健指

導に力を入れてきた。本校では 「歯磨き指導」，

「う歯率の減少」を主とした取組に止まらず，健

康生活の実践に必要な知識や技能を習得し，積極

的に健康の保持増進に努める態度や習慣を身に付

け，将来にわたって自己の健康づくりができる生

徒を育成することを目標としている。

本校生徒の永久歯むし歯等の状況（２年生）

平成２７年度 平成２８年度

被験者数 ４５ ４１

未処置の虫歯数 １１ ２

処置歯数 ２３ １８

むし歯総数ＤＦ ３４ ２０

１人当たり ０．７６ ０．４９

ＣＯの人数 ７ ６

ＧＯの人数 ５ ２

３ 具体的な取組と生徒の反応

（１）授業実践

２学年 学級活動「歯・口腔の健康と食育」

授業者：学級担任（Ｔ１）

学校栄養職員（ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ１）

学校歯科医 （ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ２）

学校歯科医や関係する教職員と協力した歯や口

腔の健康維持をねらいとした授業は，毎年行われ

ている。今年度は，学校栄養職員の協力を得て，

歯や口腔の健康は，食生活が基本であり，食育の

立場から（何を ，学校歯科医の立場から（どの）

ように）食べることが大切かを内容として取り扱

った。 食育と歯と口腔の健康の両面からの指導

は，健康に対する知識を習得させるとともに，健

康の保持増進に努めようとする態度を身に付けさ

せるのに有効であった。

学校栄養職員による食育 学校歯科医による口腔の健康

（２）集団指導

① 給食後の歯みがき指導

学級毎に複数の担当教員が，昼の歯磨きタイ

， 。ムを 統一された指導事項に従って行っている

養護教諭が巡回するとともに，生徒の係活動の

ひとつとして，生徒の声掛けによって学級全員

で行うようにしている。

② 「保健講話」

月１回，養護教諭・学校栄養職員・保健主事

等が企画し，２０分程度の保健に関する内容に

ついて，保健講話を行っている。生徒会保健委

員が出演する自作ＶＴＲを作成しており，生徒

たちの関心も高いものとなっている。

（３）個別指導

① 歯科衛生士による個別指導

歯科衛生士を講師に招き，歯科検診でＣＯ，

ＧＯ，Ｇと診断された生徒を対象として個別指

導を年３回実施した。むし歯のでき方，脱灰，

再石灰化の知識を習得させながら指導した。

② 家庭への啓発

保健だよりで歯科健康の診断から分かる生徒

の歯の健康状態の傾向や，学校歯科医からの指

導内容をお知らせし家庭の協力も呼び掛けた。

４ 今後の課題

（１）長く継続して取り組んでいる歯と口腔の健

康に関する授業について，今後も生徒の実態

や指導のねらいに応じて改善を図りたい。

（２）取組の効果を上げるために，更に小中及び

関係機関との連携を深めたい。
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４ 高等学校の取組事例 

 
（１）体育授業の工夫 

・一単位時間での運動量と運動強度を確保した。 
・補強運動のメニュ－は，体力テストの結果を参考に生徒の実態，能力を把握して，個人にあった負荷

メニュ－を設定した。 
・これまでの測定値の推移から日常生活の振り返りをさせるとともに，改善のための具体的な手立てに

ついて生徒自身に考えさせ，選択体育授業の中で個人･グループで実践させることとした。 
・全体的に握力とハンドボール投げの記録が低調であることから，ソフトテニスボール握りや投げる動

作そのものや力の入れ具合を身につけさせることを補強運動時に取り入れた。 
・仲間との関わりを重視する中で，体を動かす楽しさを伝え，体力の向上につなげた。 
・保健と関連し，体力の向上，健康保持増進の大切さについて理解させた。 
・苦手意識の強い生徒を意識した道具の選択や場の設定を行い，積極的な授業参加を図った。 
（２）部活動における取組 

・運動部対象に行われるトレーニング講習会で学んだ内容を，日頃から実践してもらうようにした。 
・保健体育科行事として球技大会，マラソン大会，スキー教室を実施。それぞれの行事を目標とさせな

がら，生徒の体力，運動能力の向上を図った。 
・各部毎のスポーツテストの結果を顧問に知らせ，部全体の傾向について把握させるとともに，劣って

いる体力要素の強化について補強運動の実施方法を紹介した。 
・文化部においても定期的にランニングを行うなど，運動を伴った活動を行わせた。 
・冬期間に運動部で合同練習を実施するなど，総合的な体力の向上に努めた。 
・運動部顧問会議や部長会議において，２７年度の計測結果と分析結果について説明し，各々の部活動

においても練習の中で積極的に体力を向上させられるトレーニングを行うよう呼びかけた。 
・外部から指導者を招き，トレーニング方法や，栄養学などの講習会を実施した。 

（３）体力・運動能力調査実施に向けて 

・体力テストの年間２回実施。７月の測定の他に１２月頃にもう一度測定する。特に低値の種目を測定

し，次年度の目標を設定させた。 
・全校で意欲をあげるためにランキング表示を行い，競い合う気持ちを持たせた。 
・各期にシャトルランを実施し,体力・意欲の向上・継続を図った。 

○そ の 他 

・保健だよりを通じて，身体測定の結果や栄養・運動に関する情報を家庭に伝えた。 
・保健厚生部と連携し，健康的な食育の推進を啓発した。 
・運動に関する興味，関心も少なく感じる部分があったので，関心を持たせるためにテレビ等でスポーツの

中継やニュースを見ることなどを呼びかけた。 
・昼休みに体育館を開放し，運動する機会を増やした。 
・学校行事(運動会・球技大会)等への積極的参加を促した。 

 

－　　－55



平成２８年度
宮城県小・中・高等学校児童生徒体力・運動能力調査

全国体力・運動能力，運動習慣等調査
学校保健関係調査 報告書
平成２９年３月３１日 発行

編集 宮城県教育庁スポーツ健康課
～スポーツを通して 活力と絆のある みやぎを創ろう～

URL http://www.pref.miyagi.jp/soshiki /supoken/

～子どもたち一人一人の体力向上のために～

平成２９年３月

宮城県教育委員会

平成２８年度
宮城県小・中・高等学校児童生徒体力・運動能力調査
全国体力・運動能力，運動習慣等調査

学校保健関係調査 報告書


